
しせい
  ニュース

広報いよし (10)

定
額
給
付
金
担
当
【
直
通
】
☎
９
８
２
ー
１
２
８
９

■
申
請
は
、

１０
月
６
日
㈫
ま
で
！

　

定
額
給
付
金
の
申
請
は
、
１０
月
６
日

㈫
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
単
身
世
帯
で
寝
た
き
り
の
方
や
認

知
症
の
方
等
に
は
、
民
生
委
員
に
申
請

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
単
身
世
帯
で
寝
た
き
り
の

方
や
認
知
症
の
方
な
ど
、
世
帯
主
本
人

に
よ
る
申
請
・
受
給
が
困
難
な
場
合
は
、

民
生
委
員
の
方
に
代
理
申
請
や
申
請

手
続
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
か

ら
、
申
請
支
援
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
限

　

１０
月
６
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

○
受
付
窓
口　

・
伊
予
市
役
所
２
階
総
務
課

・
各
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課

○
受
付
時
間　

　

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
。）

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

※
申
請
期
限
は
、１０
月
６
日
㈫
ま
で
！

※「
定
額
給
付
金
の
申
請
書
が
ま
だ
届
い
て

い
な
い
、
紛
失
し
た
」
と
い
っ
た
場
合
は
、

定
額
給
付
金
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

定
額
給
付
金
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐

欺
」
や「
個
人
情
報
の
問
い
合
わ
せ
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

全
国
各
地
で
、
定
額
給
付
金
を
装
っ

た「
不
審
電
話
」
や「
戸
別
訪
問
」
な
ど

の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
職
員
な
ど
が
、
定
額
給
付
金

の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
の
振
り
込

み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
市

役
所
、
又
は
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
伊
予
警
察
署　

　

☎
９
８
２
ー
０
１
１
０

○
警
察
相
談
電
話　

　

♯
９
１
１
０

臨
時
職
員
登
録
制
度
の
お
知
ら
せ

総
務
課
（
内
線
５
６
０
・
５
６
１
）

　

市
で
は
、
次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時

職
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
事
前
に
登
録
し
て
お

き
、
必
要
に
応
じ
て
登
録
し
た
方
の

中
か
ら
選
考
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
職
種

○
事
務
職　

○
保
育
士　

○
保
健
師

○
介
護
支
援
専
門
員

○
介
護
認
定
調
査
員

■
登
録
期
間

　

申
し
込
み
を
し
た
日
か
ら
１
年
間

有
効
で
す
。

■
採
用
条
件

①
必
要
に
応
じ
て
登
録
者
に
連
絡
の

う
え
、
面
接
又
は
書
類
に
よ
る
選

考
を
実
施
し
、
採
用
す
る
か
否
か

を
決
定
し
ま
す
。

②
採
用
は
不
定
期
で
、
す
ぐ
に
採
用
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
登

録
し
て
も
必
ず
採
用
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

③
採
用
は
、
選
考
に
よ
る
も
の
で
、
登

録
の
順
番
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
勤
務
条
件

〈
任
期
〉
６
か
月
以
内（
任
期
後
、
最
長
６

か
月
の
更
新
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

〈
賃
金
〉

○
事
務
職　

６
，４
０
０
円
／
日

○
保
育
士　

７
，０
７
０
円
／
日

○
保
健
師
・
介
護
認
定
調
査
員
・
介
護

支
援
専
門
員　

８
，１
２
０
円
／
日

（
こ
の
金
額
は
、
平
成
２０
年
度
実
績
。
年
度
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
応
募
資
格
等

○
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
欠
格
条
項

に
該
当
す
る
方
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
事
務
職
の
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
表

計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
が
で
き
る
方
を

優
先
し
て
募
集
し
ま
す
。

○
保
育
士
は
保
育
士
免
許
、
保
健
師
は

保
健
師
免
許
、
介
護
認
定
調
査
員
は
看

護
師
免
許
又
は
准
看
護
師
免
許
と
普

通
運
転
免
許
、
介
護
支
援
専
門
員
は
介

護
支
援
専
門
員
登
録
証
明
書
と
普
通

運
転
免
許
が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間

　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
総
務
課
人
事
担
当
へ
郵
送
又

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
資
格
免
許
職
の

方
は
、
免
許
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
人
事
担
当（
〒
７
９
９
ー

３
１
９
３
、
伊
予
市
米
湊

８２０
番
地
）



＝８月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

納  期  限 口座引落日

市 県 民 税
（第２期）

国　保　税
（第２期）

８月３１日（月） ８月２７日（木）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。 税
務
課
（
内
線
５
３
３
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
方
法
の
変
更

（
特
別
徴
収
⇨
口
座
振
替
）
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）と
な
っ

て
い
る
方
、
又
は
、
特
別
徴
収
と
な
る

予
定
の
方
の
う
ち
、
普
通
徴
収（
口
座

振
替
）を
希
望
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

申
し
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付

方
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
特
別
徴
収
の
ま
ま
で
良
い
方
、
及
び
、
す

で
に
変
更
の
申
し
出
を
し
て
い
る
方
は
、

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
出
の
方
法

《
既
に
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替

を
申
し
込
ん
で
い
る
方
で
、
振
替
口
座

等
の
変
更
が
な
い
方
》

　

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
と

「
印
鑑
」
を
税
務
課
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

《
新
た
に
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振

替
を
申
し
込
む
方
や
、
振
替
口
座
等
を

変
更
す
る
方
》

　

金
融
機
関
等
で
口
座
振
替
の
手
続

き
を
し
た
後
、「
口
座
振
替
依
頼
書（
本

人
控
え
）」、「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
」、「
印
鑑
」
を
税
務
課
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
変
更
の
申
し
出
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

が
、
特
別
徴
収
を
中
止
す
る
ま
で
に
は
、

３
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
税
や
市
県

民
税
の
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料
と
し

て
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

○
特
別
徴
収
の
場
合
は
、
そ
の
年
金
受

給
者
本
人
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
普
通
徴
収
の
場
合
は
、
実
際
に
負
担

し
た
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代） 双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

広報いよし(11)

家
屋
を
取
壊
し
た
と
き
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
２
・
５
３
３
）

　

市
で
は
、
現
在
、
新
増
築
家
屋
の
調

査
を
不
動
産
登
記
申
請
等
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
地
調

査
を
基
に
、
賦
課
期
日（
毎
年
１
月
１

日
）現
在
の
状
況
を
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
に
登
録
し
、
翌
年
度
か
ら
課
税
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
壊
し
家
屋
に
つ
い
て
も
、

不
動
産
登
記
申
請
に
基
づ
く
実
地
調

査
や
、
見
回
り
に
よ
る
現
地
確
認
を
行

い
、
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

か
ら
除
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
登
記
申
請
が
な
さ
れ
な
い
、
又

は
、
未
登
記
で
あ
る
場
合
の
家
屋
の
取

壊
し
に
つ
い
て
は
、
調
査
員
が
道
路
か

ら
目
視
で
き
な
い
な
ど
、
現
状
把
握
が

困
難
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
法
務
局
で

滅
失
登
記
申
請
の
手
続
き
を
行
う
か
、

「
家
屋
滅
失
届
書
」
を
伊
予
市
税
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２１
年
全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力
を
！

企
画
財
務
課
（
内
線
５
８
８
）

　

９
～
１１
月
の
３
か
月
間
、「
平
成
２１

年
全
国
消
費
実
態
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て

の
世
帯
か
ら
統
計
法
的
な
方
法
に
基

づ
い
て
選
定
さ
れ
た
世
帯
に
お
い
て
、

主
に
家
計
簿
を
つ
け
て
い
た
だ
く
調

査
で
す
。

■
対
象
地
区　

下
吾
川（
本
村
）、
上
吾

川（
松
本
・
六
反
・
市
ノ
坪
）、
上
野（
松

本
・
本
村
・
上
郷
・
下
郷
）の
各
地
区
の

一
部

　

こ
の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を
所

得
、
消
費
、
資
産
の
３
面
か
ら
バ
ラ
ン

ス
良
く
、
総
合
的
に
と
ら
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
年
金
制
度
に
つ

い
て
の
検
討
資
料
や
、
住
宅
ロ
ー
ン

返
済
の
実
態
の
把
握
な
ど
、
各
方
面

で
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
い
た
場
合
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



広報いよし (12)

■
補
助
の
対
象
・
補
助
金
額

項　

目

内　

容

補 

助 

金

家
庭
用

バ
ス
ポ
ン
プ

家
庭
用
小
型

バ
ス
ポ
ン
プ

購
入
価
格
の
２
分

の
１
以
内
の
額
で

上
限
２
千
円（
１

世
帯
に
つ
き
１
年

間
で
１
基
）

家
庭
用
節
水

型
洗
濯
機

小
型
ポ
ン
プ

搭
載
洗
濯
機

購
入
価
格
の
２
分

の
１
以
内
の
額
で

上
限
５
千
円（
１

世
帯
に
つ
き
３
年

間
で
１
基
）

家
庭
用
節
水
型
用
具
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
・
５
３
６
）

　

市
で
は
、
風
呂
の
残
り
湯
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、「
小
型
ポ
ン
プ
」
及

び「
ポ
ン
プ
搭
載
洗
濯
機
」
の
購
入
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
、
又
は
、

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
現
に
居
住
し
て
い
る
方

②
節
水
型
用
具
を
市
内
に
設
置
し
、
継

続
的
に
使
用
す
る
方

③
節
水
型
用
具
を
そ
の
用
法
に
従
い

使
用
し
、
適
正
な
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
方

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

しせい
  ニュース

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
４
３
）

▲一般的な木造住宅の軸組

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越

地
震
、
能
登
半
島
地
震
で
は
、
建
物
の

倒
壊
に
よ
っ
て
多
く
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　

将
来
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南

海
地
震
に
備
え
、
市
で
は
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
方
に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

○
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅（
伝
統

構
法
、
枠
組
み
壁
工
法
、
丸
太
組
工
法
、

大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
得
た
工
法

の
も
の
は
対
象
外
）

○
階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積
が

５００
㎡
以
下
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
う
ち
、
住
宅
以
外
の
用

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
が
、
延
べ
面

積
の
２
分
の
１
未
満
の
も
の

※
た
だ
し
、
専
用
住
宅
の
う
ち
、
共
同
住
宅

及
び
長
屋
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

■
対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務

所
」
の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所

が
、「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
耐
震

診
断

■
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、

最
高
２
万
円
を
限
度
に
補
助

■
受
付
戸
数

　

２０
戸
分

■
受
付
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
１１
月
３０
日
㈪
、
８

時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

※
都
市
整
備
課
窓
口
で
事
前
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
宅

の
建
築
年
度
や
構
造
が
分
か
る
資
料（
確

認
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
登
記
簿
等
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
被
害
（
イ
ノ
シ
シ
等
）
に
お
困
り
の
方
へ

８
月
１１
日
㈫
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

伊
予
市
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
協
議
会
事
務
局
（
内
線
５
７
１
）

　

近
年
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
、
農
業
者
が
手
塩

に
掛
け
て
育
て
た
大
切
な
農
作
物
を

有
害
鳥
獣
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に

講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
１１
日
㈫
、

１４
時
～

■
場
所　

ふ
た
み
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

《
演
題
》「
獣
害
対
策
の
秘
訣
、

守
れ
る
畑
と
守
れ
ぬ
畑
」

《
講
師
》　

井
上
雅
央
氏（
近
畿
中
国
四

国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

※
有
害
鳥
獣
に
お
困
り
の
方
な
ど
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。



広報いよし(13)

幼稚園名 ３歳児 ４歳児 ５歳児

北山崎幼稚園
☎９８２－３１７９

２０人 １９人 １９人

からたち幼稚園
☎９８２－４２０２

３５人 ５人 ２人

伊予幼稚園
☎９８２－４２０１

２０人 １５人 ６人

中山幼稚園
☎９６７－１２６６

２０人 ２４人 ２４人

■募集園児数

平
成
２２
年
度  

市
立
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
内
線
７
２
２
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
２２
年
度

市
立
幼
稚
園
児
の
募
集
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９
月
１
日

㈫
～
１６
日
㈬（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）の

開
園
時
間
中
に
、
各
幼
稚
園
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
と
申
込
用
紙
は
、
各
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

■
入
園
資
格

○
３
歳
児　

平
成
１８
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　

平
成
１９
年
４
月
１
日
出
生

○
４
歳
児　

平
成
１７
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　

平
成
１８
年
４
月
１
日
出
生

○
５
歳
児　

平
成
１６
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　

平
成
１７
年
４
月
１
日
出
生

※
市
内
に
在
住（
住
民
登
録
）を
し
て
い
る
幼
児

※
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
送
迎
で
き
、
集

団
生
活
が
可
能
な
幼
児

■
通
園
地
域

　

小
学
校
区
を
原
則
と
し
ま
す
が
、

北
山
崎
幼
稚
園
・
中
山
幼
稚
園
は
、
そ

れ
ぞ
れ
南
山
崎
校
区
・
双
海
校
区
を

含
み
ま
す
。
な
お
、
各
園
の
応
募
状
況

に
よ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
で
調
整

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
入
園
費
用

○
入
園
料　

５
，０
０
０
円

○
保
育
料　

６
，０
０
０
円
／
月

※
料
金
は
、
改
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室
（
内
線
６
６
８
）

伊
予
市
総
合
計
画
建
設
事
業
検
討
委
員
会
の

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

「
伊
予
市
総
合
計
画
建
設
事
業
検
討

委
員
会
」
の
委
員
を
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

■
公
募
に
よ
る
市
民

○
武
智 

英
一
さ
ん（
宮
下
）

○
上
岡 

幸
子
さ
ん（
中
山
町
中
山
）

○
木
内 

進
さ
ん（
双
海
町
高
岸
）

■
学
識
経
験
者

○
西
岡 

義
雄
さ
ん（
元
総
合
計
画
策

定
審
議
会
委
員
長
）

○
永
田 

侃
さ
ん（
社
会
福
祉
協
議
会

長
）

■
伊
予
市
広
報
区
長
協
議
会
か
ら

推
薦
を
受
け
た
者

○
辻
井 

清
さ
ん（
市
場
）

○
髙
野 

家
継
さ
ん（
下
吾
川
）

○
松
本 

武
文
さ
ん（
中
山
町
出
渕
）

■
市
長
が
認
め
た
者

○
西
本 

米
宏
さ
ん（
広
報
区
長
協
議

会
長
）

○
播
田 

裕
子
さ
ん（
伊
予
市
更
生
保

護
女
性
会
連
合
会
副
会
長
）

　

今
後
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民

の
利
便
を
図
っ
た
施
設
配
置
、
既
存
施

設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
き
、
よ
り
良
い
公
共
施
設
の
利
用

が
で
き
る
よ
う
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
任
期
は
翌
年
３
月
３１
日
ま

で
で
す
。

平成２２年度
伊予市就学児童の
教育相談のご案内

　伊予市教育委員会では、平成

２２年度に本市の小学校に就学

する幼児を対象に、伊予市就学

児童教育相談を実施します。

　子どもの就学について、悩み

やお困りのことなどがありま

したら、お気軽にご相談くださ

い。

■相談日　８月２８日（金）

■場　所　伊予市中央公民館

■申込期限　８月１４日（金）

■申し込み先・問い合わせ

伊予市教育委員会学校教育課

（内線７２１）



広報いよし (14)

しせい
  ニュース

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

　

郡
中
児
童
ク
ラ
ブ
Ａ
・
Ｂ
及
び
南
伊

予
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
で
は
、
保

護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校

低
学
年
の
児
童
を
一
緒
に
預
か
っ
て

い
た
だ
け
る
指
導
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
採
用
時
期　

随
時
受
付

■
応
募
資
格

○
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有
す

る
者

○
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者

○
児
童
の
育
成
指
導
に
理
解
と
熱
意

の
あ
る
者

■
支
給
額　

時
間
給

９００
円

■
勤
務
日
・
時
間

　

次
の
時
間
内
で
、
指
導
員
全
員
の
勤

務
時
間
を
調
整
し
ま
す
。

・
平
日
…
学
校
の
授
業
終
了
時
～
１８
時

・
土
曜
日
、
長
期
休
業
日
、
振
替
休
日
…

８
時
～
１８
時

■
申
し
込
み
先

　

伊
予
市
福
祉
課（
内
線
５
３
８
）

■
採
用　

面
接
の
う
え
、決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

郡
中
児
童
ク
ラ
ブ

 

☎
０
９
０
ー
９
４
５
０
ー
５
９
６
５

南
伊
予
児
童
ク
ラ
ブ

 

☎
０
９
０
ー
２
８
２
３
ー
１
７
３
９

伊
予
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
５
８
４
）

愛
媛
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
２１
年
９
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
次
に
該
当
す
る
方
の
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
１
年
に
９０
日
以
上
漁
業
に
従
事
し
、

区
域
内
に
住
所
又
は
事
業
場
を
有
す

る
個
人
及
び
法
人
等（
漁
業
法
第
８６
条

第
１
～
３
項
）

■
受
付
期
間　

９
月
１
日
㈫
～
５
日
㈯

■
取
り
ま
と
め
先　

各
漁
協（
伊
予
・

上
灘
・
下
灘
）

※
申
請
書
は
、
伊
予
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
市
役
所
３
階
）に
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

　

８
月
１９
日
㈬
・
２０
日
㈭
、
９
時
～
１６
時

■
場
所

　

伊
予
市
市
民
会
館
１
階
応
接
室

■
手
当
の
種
類

児
童
扶
養
手
当

○
必
要
書
類　

証
書
、
認
印
な
ど

○
対
象
者　

父
と
生
計
が
同
一
で
な

い
１８
歳
未
満
の
児
童
を
監
督
・
保
護
す

る
母
、
又
は
養
育
し
て
い
る
母
以
外
の

方（
児
童
と
同
居
し
、
監
督
・
保
護
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
生
計
を
維
持
し
て
い

る
方
）

○
支
給
月
額

◇
児
童
が
１
人
の
場
合

　

全
額
支
給
／
４
１
，
７
２
０
円

　

一
部
支
給
／
所
得
に
応
じ
て
４
１
，

　

７
１
０
円
か
ら
９
，
８
５
０
円
ま
で

　

の
１０
円
き
ざ
み
の
額

◇
児
童
が
２
人
の
場
合
／
５
，
０
０
０

　

円
加
算

◇
以
下
１
人
増
え
る
ご
と
に
／
３
，

０
０
０
円
加
算

特
別
児
童
扶
養
手
当

○
必
要
書
類　

証
書
、
認
印
、
在
学
証

明
書
な
ど

○
対
象
者　

精
神
障
害
や
身
体
障
害

を
持
つ
２０
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で

監
督
・
保
護
し
て
い
る
養
育
者（
児
童

が
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
）

○
支
給
月
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　

１
級
／
５
０
，
７
５
０
円

　

２
級
／
３
３
，
８
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当

○
必
要
書
類　

認
印
、
年
金
証
書
、
年

金
額
改
定
通
知
書
な
ど

○
対
象
者　

２０
歳
以
上
で
、
身
体
又
は

精
神
障
害
が
重
複
し
た
重
度
の
障
害

者
で
、
日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護

が
必
要
な
方（
在
宅
の
み
）

○
支
給
額　

２
６
，
４
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

○
必
要
書
類　

認
印
、
年
金
証
書
、
年

金
額
改
定
通
知
書
な
ど

○
対
象
者　

２０
歳
未
満
で
、
重
度
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
に
介
護

が
必
要
な
方

○
支
給
月
額　

１
４
，
３
８
０
円

※
受
給
資
格
者
に
は
、
個
々
に
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
届
け
出
が
な
い

と
、
今
年
度
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
『
現
況
届
』
を
お
忘
れ
な
く

福
祉
課
（
内
線
５
３
９
・
５
５
３
）



平成２０年度 消費生活相談状況

　平成２０年度に寄せられた相談件数は１０５件

で、前年に比べ増加しました。相談内容は、「契

約・解約」に関するものが８６．７％で最も多く、次

に「販売方法」が５．７％となっています。相談者

は７０歳代以上が最も多く全体の３９％。次いで

４０歳代、６０歳代の順となっています。なお、男

女別では、女性が７割を占めています。

◆相談件数の上位３位及び主な相談内容

「１位（４０件）」振り込め詐欺…還付金詐欺、電話

勧誘、架空請求など

「２位（２０件）」金融サービス…多重債務、ヤミ金

融など

「３位（１９件）」通信サービス…有料サイト登録など

◆依然、ＳＦ商法や海外宝くじなどの相談があ

ります。日ごろから消費者トラブル情報に関心

を持ちましょう。

消費者相談窓口　☎９８２－１１１１（内線５７３）

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力

広報いよし(15)

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」の
申
請
に
つ
い
て

　

入
院
し
た
と
き
の
食
費
は
、
決
め
ら

れ
た
一
定
額
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
で
あ
る
方
は
、
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減
額
認
定
証
）

を
提
示
す
る
と
、
そ
の
負
担
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
減
額
認
定
証
は
、
申
請
に
よ
り
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、
健
康

保
険
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
２０
年
度
に
減
額
認
定
証
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
２１
年
度
も

該
当
す
る
方（
保
険
料
に
未
納
が
な
い
こ

と
が
原
則
で
す
。）は
、
減
額
認
定
証
が
保

険
証
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新

手
続
き（
再
申
請
）の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証（
カ
ー
ド
）

・
印
鑑

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
申

請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
等
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
７０
歳
未
満

の
方
に
は
、
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で「
限

度
額
適
用
認
定
証
」を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
入
院
す
る
際
に
医

療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
の
一
月
の
医
療
費
の

支
払
金
額
が
世
帯
ご
と
の
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
７０
歳

以
上
の
方
に
は
、
申
請
い
た
だ
く
こ
と

で「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認
定

証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

入
院
の
際
の
支
払
金
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
、
併
せ
て
入
院
中

の
食
事
代
の
減
額
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
は
、

７
月
３１
日
で
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す

の
で
、
８
月
中
に
再
度
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
窓
口
に
持
参
す
る
も
の

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
印
鑑

○
高
齢
受
給
者
証（
お
持
ち
の
方
の
み
）

○
お
手
持
ち
の
認
定
証（
平
成
２０
年
度

交
付
者
の
み
）

○
入
院
が
９０
日
を
超
え
る
方
は
、
領
収

書
な
ど
の
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る

も
の

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
方
、
平
成

２０
年
中
に
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
認

定
証
が
発
行
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
１
月

１
日
現
在
に
あ
っ
た
住
所
地
の
住
民
税
課

税（
所
得
）証
明
書（
家
族
全
員
分
）が
必
要

で
す
。携帯電話に、気象警報などの情報を配信

　気象・地震情報や不審者情報がお持ちの携帯電話に

メールで配信されます。また、災害が発生したときには、

避難勧告などの緊急なお知らせを配信

しますので、ぜひ登録をお願いします。

■↓のアドレスに空メールを送信

　entry-iyo@bousai-mail.jp

■問い合わせ　防災安全課（内線５６４）

「いよし安全・安心メール」に登録をお願いします

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

国
民
健
康
保
険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
等
の
申
請
に
つ
い
て



シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（６月末日現在）

６月 累計 前年比

侵 入 盗 ２５件 ４１件 －１件

自 動 車 盗 ０件 ４件 ＋３件

オートバイ盗 ０件 ９件 －２件

自 転 車 盗 ２件 ２３件 －２件

車 上 ねらい ９件 ２１件 －１件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（６月末日現在）

６月 累計 前年比

発　生 １７件 １０３件 ＋２７件

死　者 ０人 １人 － ２ 人

傷　者 ２１人 １３３人 ＋４０人

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

８

１㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

８㈯ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

９㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

１５㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

１６㈰ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

２２㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

２３㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

２９㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

３０㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

９
５㈯ ㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

６㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

しせい
  ニュース

広報いよし (16)

国
民
年
金
保
険
料
の
「
追
納
」
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
方
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
を
し
た
方
と
比
べ
、
受
け
取
る
年
金

の
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を「
追
納
」

と
い
い
、
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
追

納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け

た
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
追
納
は
、
先
に
経
過
し
た
順
に
納
め

　

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
免
除

　

が「
学
生
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
」よ

り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場

合
は
、
ど
ち
ら
を
納
め
る
か
選
択

が
で
き
ま
す
。

■
追
納
す
る
場
合
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

申
し
込
み
は
、
松
山
西
社
会
保

険
事
務
所（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５

（
代
））又
は
、
伊
予
市
健
康
保
険
課
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.sia.go

.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■平成２１年度中に追納する場合の納付額　　　　（単位：円）

年度分

学生納付特例

納付猶予
全額免除

４分の３
免除

半額
免除

４分の１
免除

１１ １６，１９０ ― ― ―
１２ １５，５６０ ― ― ―
１３ １４，９６０ ― ― ―
１４ １４，３９０ ― ７，２００ ―
１５ １４，１８０ ― ７，０９０ ―
１６ １３，９８０ ― ６，９９０ ―
１７ １４，０１０ ― ７，０１０ ―
１８ １４，０７０ １０，５５０ ７，０３０ ３，５１０
１９ １４，１００ １０，５７０ ７，０５０ ３，５２０
２０ １４，４１０ １０，８１０ ７，２００ ３，６００



広報いよし(17)

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
万
全
の
台
風
対
策
を
！
」

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（６月末日現在）

種別 ６月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 ５

９中山 ０ 中山 ２

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 ９６

１２９

本庁 ６７９

８８９中山 ２０ 中山 １００

双海 １３ 双海 １１０

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

「
消
防
水
利
」
っ
て
な
に
？

～
消
防
豆
知
識
～

　

今
年
も
台

風
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
の
台

風
が
夏
か
ら

秋
に
か
け
て

襲
来
し
、
毎

年
多
大
な
被

害
を
残
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
安
全
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
台
風
に
つ

い
て
理
解
し
、
備
え
を
十
分
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

【
台
風
が
来
る
前
に
】

○
家
屋
等
へ
の
浸
水
な
ど
、
水
の
流
入

し
や
す
い
場
所
に
は
、
土
の
う
等

を
準
備
す
る
。

○
水
路
を
清
掃
す
る
。

○
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る
。

○
物
が
風
で
倒
れ
た
り
飛
ば
さ
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

【
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら
】

○
気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

○
外
出
先
か
ら
早
く
帰
宅
し
、
家
族
全

員
と
連
絡
を
取
り
合
う
。

○
水
、食
料
を
３
日
分
ほ
ど
確
保
す
る
。

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
非
常

持
出
品
等
を
準
備
す
る
。

【
避
難
す
る
と
き
は
】

○
避
難
の
勧
告
や
指
示
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
行
動
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
、

す
ば
や
く
避
難
す
る
。「
む
だ
足
覚

悟
で
早
め
の
避
難
」を
心
掛
け
る
。

○
必
ず
火
の
始
末
を
す
る
。

○
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
最
少
限
に
し
、

背
中
に
背
負
う
な
ど
し
て
、
両
手
は

自
由
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

○
頭
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安
全
帽
で
保
護

す
る
。
素
足
は
禁
物
。
靴
は
丈
夫
で

底
の
厚
い
も
の
に
す
る
。
長
靴
は
水

が
入
る
と
歩
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

○
避
難
所
で
は
勝
手
な
判
断
や
行
動

を
せ
ず
、
指
導
者
の
指
示
に
従
う
。

○
避
難
し
た
後
も
、
引
き
続
き
台
風
情

報
や
注
意
報
・
警
報
に
注
意
す
る
。

○
消
防
水
利
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

消
防
隊
が
消
火
の
た
め
に
使
用
す

る
水
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
た
め

池
、
河
川
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
水
利
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
池
や
川

な
ど
の
自
然
の
水
利
が
な
い
場
所
に

と
っ
て
重
要
な
の
が
消
火
栓
と
防
火

水
槽
な
の
で
す
。

　

消
火
栓
と
は
、
消
火
の
目
的
の
為
に

上
水
道
の
給
水
管
に
設
け
ら
れ
た
、
消

防
隊
の
た
め
の
水
利
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
防
火
水
槽
と
は
、
火
災
の
消
火

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
水
槽
の
こ
と

で
、
消
火
活
動
に
は
不
可
欠
な
水
利
施

設
で
す
。

○
お
ね
が
い

　

最
近
こ
の
よ
う
な
消
火
栓
や
防
火

水
槽
の
付
近
に
自
家
用
車
を
止
め
る
、

い
わ
ゆ
る「
違
法
駐
車
」
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
火
災
や
災
害
時
に
出
動
す

る
消
防
車
両
の
活
動
範
囲
を
著
し
く

制
約
す
る
だ
け
で
な
く
、
１
分
１
秒
を

争
う
消
火
活
動
や
人
命
救
助
に
大
変

障
害
と
な
る
行
為
で
す
。

　

自
分
勝
手
な
違
法
駐
車
が
社
会
に

及
ぼ
す
影
響
や
、
車
両
を
管
理
す
る
責

任
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
、安
全
・

安
心
な
社
会
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

この看板付近に
車を止めないで！


